
 
    

本
校
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
Ｆ

Ｗ
）
研
修
は
単
な
る
登
山
行
事
で
は
な
く
、
授
業

で
の
地
理
・
生
物
・
地
学
な
ど
の
学
習
内
容
を
経

験
的
に
深
め
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。 

 

特
に
「
生
物
基
礎
」
の
授
業
で
は
、
こ
の
Ｆ
Ｗ

研
修
を
見
据
え
て
「
生
物
の
多
様
性
と
生
態
系
」

を
前
倒
し
し
て
学
習
し
て
い
る
。
バ
イ
オ
ー
ム
と

気
候
の
関
連
性
な
ど
、
教
室
で
は
実
感
し
に
く

か
っ
た
も
の
で
も
、
野
外
で
実
際
に
経
験
し
て
み

る
と
、
き
っ
と
わ
か
る
こ
と
が
あ
っ
た
は
ず
だ
。 

 
 

湯
本
駅
前
で
山
案
内
人
さ
ん
達
に
ご
あ
い
さ

つ
し
た
の
ち
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
乗
車
。
真
下

に
広
が
る
ブ
ナ
林
帯
に
は
、
ス
ギ
、
ア
カ
マ
ツ
、

カ
エ
デ
、
カ
ン
バ
な
ど
、
多
種
多
様
な
樹
木
が

混
在
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
続
い
て
リ
フ
ト

に
乗
る
と
、
両
脇
に
は
さ
っ
そ
く
立
派
な
オ
オ

シ
ラ
ビ
ソ
や
ダ
ケ
カ
ン
バ
が
並
ん
で
い
る
の
が

見
え
て
く
る
。 

    

   

 

大
き
な
石
が
転
が
る
山
道
を
踏
み
し
め
な
が

ら
進
ん
で
ゆ
く
と
、
所
々
に
見
慣
れ
ぬ
高
山
植

物
が
咲
い
て
い
る
。
立
ち
止
ま
っ
て
案
内
人
さ

ん
の
説
明
を
聞
く
。 

 
 

   
  

残
雪
を
踏
み
越
え
、
針
葉
樹
林
を
抜
け
る
と
、

ハ
イ
マ
ツ
や
ク
マ
ザ
サ
を
抜
け
る
木
道
に
な
る
。

歩
く
の
が
一
気
に
楽
に
な
り
、
周
囲
の
景
色
や

植
物
に
目
を
向
け
る
余
裕
が
で
き
て
き
て
、 

お
し
ゃ
べ
り
の
合
間
に
、
教
わ
っ
た
植
物
の
名

前
を
繰
り
返
し
確
認
し
あ
う
声
が
聞
こ
え
る
。 

 

人
形
石
付
近
で
は
群
生
す
る
高
山
植
物
を
観

察
で
き
る
。
昼
食
を
取
り
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な

で
記
念
撮
影
。 

－本の中でも、自然の中でも－ きみたちの「？」を大切にします。 
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西
吾
妻
山  

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
研
修  

左上： チングルマ 
右上： ミツバオウレン 
右下： ゴゼンタチバナ 

ゴゼンタチバナの花は
本校校章のデザイン
モチーフ。 
興譲館生必見！ 

18日（1-3組）

は悪天候に見
舞われた。 
20日（4・5組）

は曇天だった
が、むしろ山
歩きにはよい
天候。 

かもしか 
展望台 
(1940m) 

北望台 
(1820m) 

第3リフト乗場 
 (1560m) 

第2リフト乗場 
 (1420m) 

第1リフト乗
場(1325m) 

天元台駅 

湯元駅（910m） 

人形石 
 (1964m) 

<大凹> ロープウェイ 
・リフトと 
山歩きコース 
（約6km） 

＊（）内は標高 

五感をフル活用して 

 「本物の自然」を学ぶ 

5
月
18
日
・
20
日 

リフトから見えるオオシラビソ 
（奥の針葉樹） 

ショウジョウバカマ 

暗い林床にひっそ
りと咲く 

 西吾妻山の動植物や歴史、環境問題について
など、案内人さんの知識は深い。 

「自然豊かな東北こそ、環境問題に対するしっか
りとした意識と取り組みが必要」 
 

課題１：ルート上で観察したものを地図に記録。 
様々な植物名や生育の様子が記されている。 
（1年3組K. S. 君作成） 

池塘（湿原の泥炭層にできる池沼）の観察。低気温地域では分解者のはたらきが弱いた
め、枯死した植物の遺骸由来の有機物が泥炭となって堆積する。そこに水が溜まったもの
が池塘であり、周囲と隔絶された環境であるため、独特の生物相ができる。 

研
修
を
終
え
て 

―

生
徒
の
声
か
ら―

 

▼
夏
緑
樹
林
、
針
葉
樹
林
、
森
林
限
界
や
、
バ
イ
オ
ー
ム
の
垂
直
分

布
を
し
っか
り
確
認
で
き
て
、
勉
強
に
な
った
。
（Y. S. 

他
） 

▼
高
山
植
物
は
小
さ
い
花
を
咲
か
せ
る
も
の
が
多
か
った
。
と
て
も

可
愛
か
った
。
そ
し
て
、
生
き
る
た
め
の
工
夫
が
沢
山
し
て
あ
った
。

（M. A
.

） 

▼
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
や
リ
フ
ト
を
使
わ
ず
に
登
って
み
た
い
。
（T. T.

）  

▼
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
記
入
し
た
情
報
が
少
な
か
った
の
で
、
次
回
は

真
っ黒
に
な
る
ま
で
書
き
込
み
た
い
（K. C

.

） 

▼
山
案
内
人
さ
ん
に
山
登
り
が
上
手
と
ほ
め
ら
れ
て
う
れ
し
か
っ

た
。
普
段
町
の
中
で
生
活
し
て
い
る
が
、
山
の
中
に
行
く
と
沢
山
の

発
見
が
あ
って
と
て
も
楽
し
い
な
と
思
った
。
（N. E.

） 


